
○
　
西
村
家
・
キ
ッ
チ
ン
（
朝
） 

　
　
西
村
清
美
（
３
８
）
、
エ
プ
ロ
ン
を
着
け
て
、 

　
　
フ
ラ
イ
パ
ン
で
野
菜
を
炒
め
て
い
る
。 

　
　
シ
ン
ク
の
横
に
は
、
お
弁
当
箱
が
一
つ
。 

　
　
清
美
の
ス
マ
ホ
、
ア
ラ
ー
ム
が
鳴
る
。 

　
　
清
美
、
火
を
止
め
、
ス
マ
ホ
の
ア
ラ
ー
ム
を
切 

　
　
り
、
出
て
行
く
。 

○
　
同
・
子
供
部
屋
（
朝
） 

　
　
勉
強
机
が
二
つ
と
、
二
段
ベ
ッ
ド
が
置
か
れ
て 

　
　
い
る
部
屋
。 

　
　
二
段
ベ
ッ
ド
の
上
に
は
、
西
村
秀
斗
（
１
３
）
、 

　
　
下
に
は
、
西
村
清
斗
（
１
０
）
、
寝
て
い
る
。 

　
　
清
美
、
小
走
り
で
入
っ
て
来
て
、 

清
美
「
起
き
て
〜
」 

　
　
カ
ー
テ
ン
を
開
け
る
。 

　
　
清
斗
、
朝
日
を
顔
に
受
け
、
眼
を
覚
ま
す
。 

清
美
「
清
斗
、
お
兄
ち
ゃ
ん
起
こ
し
て
」 

　
　
小
走
り
で
出
て
行
く
。 

○
　
同
・
キ
ッ
チ
ン
（
朝
） 

　
　
清
美
、
小
走
り
で
戻
っ
て
来
て
、
朝
ご
は
ん
の 

　
　
準
備
を
始
め
る
。
キ
ッ
チ
ン
か
ら
見
え
る
リ
ビ 

　
　
ン
グ
を
パ
ッ
と
見
る
と
、
食
べ
終
え
た
朝
ご
は 

　
　
ん
の
食
器
が
リ
ビ
ン
グ
の
机
に
置
か
れ
て
い
る
。 

清
美
「
も
ー
う
」 

　
　
リ
ビ
ン
グ
に
向
か
う
。 

○
　
同
・
リ
ビ
ン
グ
（
朝
） 

　
　
清
美
、
小
走
り
で
来
て
、
ガ
ラ
ス
コ
ッ
プ
と
食 

　
　
器
を
持
ち
、
キ
ッ
チ
ン
に
戻
る
。 

○
　
同
・
キ
ッ
チ
ン
（
朝
） 

　
　
清
美
、
食
器
を
洗
面
台
に
置
き
、
食
器
を
洗
い 

　
　
始
め
る
。
水
を
出
し
っ
ぱ
に
し
な
が
ら
、
素
早 

　
　
く
ス
ポ
ン
ジ
で
食
器
と
ガ
ラ
ス
コ
ッ
プ
を
洗
い 

　
　
始
め
る
。 

清
美
「
（
大
き
い
声
で
）
秀
斗
、
清
斗
、
起
き
た
？
」 

○
　
同
・
子
供
部
屋
（
朝
） 

　
　
清
斗
、
服
を
着
替
え
て
い
る
。 
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清
斗
「
起
き
て
る
！
」 

　
　
秀
斗
、
眠
そ
う
に
ベ
ッ
ド
に
座
っ
て
い
る
。 

　
　
清
斗
、
着
替
え
を
終
え
、
リ
ビ
ン
グ
に
行
く
。 

　
　
秀
斗
、
寝
ぼ
け
な
が
ら
、
ゆ
っ
く
り
と
二
段
ベ 

　
　
ッ
ド
の
ハ
シ
ゴ
を
降
り
て
い
る
と
、 

清
美
の
声
「
う
わ
っ
！
」 

　
　
秀
斗
、
驚
い
た
顔
を
す
る
。 

　
　
少
し
し
て
、 

清
斗
「
お
兄
ち
ゃ
ん
！
　
来
て
！
」 

　
　
秀
斗
、
急
い
で
リ
ビ
ン
グ
に
向
か
う
。 

○
　
同
・
キ
ッ
チ
ン
（
朝
） 

　
　
秀
斗
、
走
っ
て
や
っ
て
来
る
。 

秀
斗
「
ど
う
し
た
ん
？
」 

　
　
清
美
、
洗
面
台
で
手
を
流
し
て
い
る
。 

清
斗
「
手
が…

」 

　
　
秀
斗
、
洗
面
台
を
覗
き
込
む
と
、
泡
の
付
い
た 

　
　
ス
ポ
ン
ジ
、
泡
の
付
い
て
い
る
割
れ
た
ガ
ラ
ス 

　
　
コ
ッ
プ
、
手
の
甲
か
ら
血
を
流
し
て
い
る
清
美 

　
　
の
手
が
あ
る
。 

秀
斗
「
う
わ
っ
！
　
大
丈
夫
？
」 

　
　
清
美
、
笑
顔
を
見
せ
、
手
を
水
で
流
し
な
が
ら
、 

清
美
「
大
丈
夫
や
か
ら
、
早
く
行
く
準
備
し
て
」 

秀
斗
「
で
も…

」 

清
美
「
大
丈
夫
や
か
ら
、
早
く
着
替
え
て
き
て
」 

秀
斗
「
う
ん
」 

　
　
秀
斗
、
清
美
を
気
に
し
な
が
ら
も
、
渋
々
部
屋 

　
　
に
戻
っ
て
行
く
。 

清
美
「
清
斗
、
ご
飯
と
お
味
噌
汁
、
入
れ
れ
る
？
」 

○
　
同
・
リ
ビ
ン
グ
（
朝
） 

　
　
秀
斗
、
制
服
で
中
学
校
の
カ
バ
ン
を
持
っ
て
、 

　
　
清
斗
、
ラ
ン
ド
セ
ル
を
背
負
っ
て
い
る
。 

　
　
机
に
は
、
食
べ
終
え
た
二
人
分
の
食
器
が
置
か 

　
　
れ
て
い
る
。 

　
　
清
美
、
血
の
滲
ん
だ
タ
オ
ル
と
氷
で
、
切
れ
た 

　
　
手
の
甲
を
押
さ
え
て
い
る
。 

清
斗
「
大
丈
夫
？
」 

清
美
「
大
丈
夫
や
か
ら
、
行
っ
て
来
て
」 

清
斗
「
（
心
配
そ
う
に
）
は
ー
い
」 
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出
て
行
く
。 

　
　
秀
斗
、
清
美
を
見
て
い
る
。 

清
美
「
お
母
さ
ん
は
大
丈
夫
や
か
ら
、
清
斗
の
こ
と 

　
　
ち
ゃ
ん
と
見
て
て
よ
」 

　
　
秀
斗
、
頷
い
て
出
て
行
く
。 

　
　
清
美
、
時
計
を
見
る
と
８
時
過
ぎ
。
ス
マ
ホ
で
、 

　
　
電
話
を
す
る
。 

○
　
△
△
外
科
・
待
合
室
（
朝
） 

　
　
清
美
、
椅
子
に
座
っ
て
い
る
。
手
の
甲
は
、
す 

　
　
で
に
手
当
さ
れ
て
い
る
。
ス
マ
ホ
を
見
る
と
、 

　
　
パ
パ
か
ら
『
大
丈
夫
？
』
と
い
う
ラ
イ
ン
が
来 

　
　
て
い
る
。
『
３
針
縫
っ
た
』
と
返
信
。 

看
護
師
「
西
村
さ
ん
」 

　
　
清
美
、
『
仕
事
行
っ
て
来
る
』
と
さ
ら
に
送
り
、 

　
　
受
付
に
向
か
う
。 

○
　
同
・
前
（
朝
） 

　
　
清
美
、
出
て
来
る
。
急
い
で
、
自
転
車
に
乗
り
、 

　
　
走
っ
て
行
く
。 

　
　
冬
晴
れ
の
、
澄
ん
だ
朝
。 

○
　
株
式
会
社
◻︎
◻︎
・
事
務
室 

　
　
清
美
、
入
っ
て
来
る
。 

清
美
「
遅
れ
て
す
い
ま
せ
ん
」 

　
　
清
水
明
美
（
３
２
）
、
清
美
に
よ
っ
て
来
て
、 

明
美
「
清
美
さ
ん
、
大
丈
夫
な
ん
で
す
か
？
」 

　
　
清
美
、
手
当
さ
れ
た
手
の
甲
を
見
せ
、 

清
美
「
大
丈
夫
。
３
針
縫
っ
た
だ
け
だ
か
ら
」 

明
美
「
で
も
、
さ
っ
き
切
っ
た
ば
っ
か
り
で
す
よ
ね
？
」 

清
美
「
大
丈
夫
。
本
当
に
遅
れ
て
ご
め
ん
ね
。
資
料
、 

　
　
出
来
て
る
？
」 

明
美
「
ほ
と
ん
ど
終
わ
っ
て
ま
す
。
あ
と
は
、
清
美 

　
　
さ
ん
が
作
っ
て
く
れ
た
資
料
を
コ
ピ
ー
す
る
だ 

　
　
け
で
す
」 

清
美
「
す
ぐ
に
や
る
わ
」 

　
　
席
に
着
き
、
パ
ソ
コ
ン
を
立
ち
上
げ
る
。 

明
美
「
何
で
怪
我
し
た
ん
で
す
か
？
」 

清
美
「
朝
、
ガ
ラ
ス
の
コ
ッ
プ
を
洗
っ
て
た
ら
さ
、 

　
　
コ
ッ
プ
が
割
れ
ち
ゃ
っ
て
」 
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パ
ソ
コ
ン
を
操
作
し
始
め
る
。 

明
美
「
あ
ー
、
私
の
お
母
さ
ん
も
昔
、
コ
ッ
プ
で
怪 

　
　
我
し
て
ま
し
た
」 

清
美
「
あ
ん
ま
り
痛
く
な
か
っ
た
ん
だ
け
ど…

え
っ…

」 

　
　
明
美
、
清
美
の
パ
ソ
コ
ン
を
覗
き
込
ん
で
、 

明
美
「
ど
う
し
た
ん
で
す
か
？
」 

清
美
「
デ
ー
タ
無
い
ん
だ
け
ど
」 

　
　
清
美
、
パ
ソ
コ
ン
の
周
辺
を
見
る
と
、
パ
ソ
コ 

　
　
ン
本
体
に
取
り
付
け
ら
れ
て
い
る
記
憶
媒
体
が 

　
　
抜
け
て
い
る
。
す
ぐ
に
、
記
憶
媒
体
を
パ
ソ
コ 

　
　
ン
本
体
に
差
し
込
む
。 

清
美
「
嘘
で
し
ょ…

」 

　
　
明
美
、
見
守
っ
て
い
る
。 

　
　
画
面
に
は
、
『
デ
ー
タ
が
正
し
く
移
行
さ
れ
ま 

　
　
せ
ん
で
し
た
。
デ
ー
タ
破
損
し
た
恐
れ
が
あ
り 

　
　
ま
す
』
と
書
か
れ
て
い
る
。 

清
美
「
（
落
ち
込
ん
で
）
な
ん
で…
？
」 

○
　
同
・
前 

　
　
清
美
と
明
美
、
カ
バ
ン
を
持
っ
て
出
て
来
る
。 

　
　
清
美
、
落
ち
込
ん
で
い
る
様
子
。 

明
美
「
大
丈
夫
で
す
よ
。
会
議
も
無
事
終
わ
り
ま
し 

　
　
た
し
、
課
長
も
大
丈
夫
っ
て
言
っ
て
た
じ
ゃ
な 

　
　
い
で
す
か
」 

清
美
「
（
落
ち
込
ん
だ
ま
ま
）
今
日
、
付
い
て
無
さ 

　
　
す
ぎ
る…

」 

　
　
清
美
と
明
美
、
日
に
当
た
る
場
所
に
来
る
。 

明
美
「
そ
ん
な
日
も
あ
り
ま
す
よ
。
顔
あ
げ
て
く
だ 

　
　
さ
い
！
　
い
い
天
気
で
す
よ
」 

　
　
清
美
、
ゆ
っ
く
り
と
顔
を
あ
げ
る
。 

　
　
空
は
、
冬
晴
れ
で
透
き
通
っ
て
お
り
、
日
に
当 

　
　
た
っ
て
ポ
カ
ポ
カ
と
温
い
。 

　
　
清
美
、
眼
を
閉
じ
て
日
に
当
た
る
。 

　
　
明
美
、
少
し
待
っ
て
、 

明
美
「
さ
ぁ
、
気
を
取
り
直
し
て
、
ご
飯
食
べ
に
行 

　
　
き
ま
し
ょ
う
！
」 

清
美
「
そ
う
ね
。
今
日
は
私
が
奢
る
わ
」 

明
美
「
本
当
で
す
か
？
　
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
」 

　
　
清
美
と
明
美
、
歩
い
て
行
く
。
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